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ROC解析

今回の内容
変数選択
ROC解析
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サンプルデータを利⽤
ヘルプ＞サンプルデータ
探索的モデリングのTitanic Passengers
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データテーブル 4
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変数選択
分析＞モデルのあてはめ
⽣存か否かをYに
客室クラス、性別、年齢、料⾦を
モデル効果の構成に
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⼿法をステップワイズに 6
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ステップワイズ 7

変数選択⽅法を設定
停⽌ルール
⽅向

変数増加法、変数減少法、
変数増減（ステップワイズ）

ルール
3⽔準以上もつ因⼦

効果全体︓因⼦を加えるか否か
組み合わせ︓ネストされた増減
ルールなし︓適当な⽔準で分け、別の因⼦とみなす
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例︓変数減少法①
変数減少法で最⼩AICのモデルを探索
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⾃分で
「追加」を
クリック

↓
実⾏

例︓変数減少法② 10
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モデルを複数作成
料⾦を
追加

モデルの
実⾏
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各モデルのパラメータ推定値 12
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ROC曲線
▼からROC曲線
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閾値を探索
ROCテーブルをみる
ロジスティック回帰モデルから
予測される確率に
閾値を設定して感度・特異度を計算
ちょっと
わかりにくい
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料⾦だけでROC解析
分析＞モデルのあてはめ
⽣存か否かをYに
料⾦をモデル効果の構成に

⼿法は名義ロジスティックのまま
▼からROC曲線
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確率だけでなく、料⾦も表⽰ 16
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あてはめの詳細
RASE︓Brierスコアの平⽅根

Root Average Square Error
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練習①
料⾦だけのモデルにおける
相対Brierスコア減少を求めよ
無情報モデルは
説明変数に何も加えない（切⽚だけ）モデル

答えは0.0687
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Brier無情報モデル Brier予測モデル
Brier無情報モデル
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ROC曲線の重ね合わせ
3モデルでのROCを重ね合わせ、

AUCを⽐較しよう
変数減少法で選ばれたモデル
すべての候補変数を含んだモデル
料⾦だけのモデル
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確率の計算式の保存
データセットに個⼈予測確率が⽣成

3つのあてはめ結果それぞれで実施
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データセットに予測確率が追加 21

変数減少法 すべて 料⾦のみ

モデルの⽐較
分析＞予測モデル＞モデルの⽐較
▷⽣存か否か確率をY, 予測⼦に

3モデルとも
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ROC曲線
変数減少法モデルと
すべての候補を含んだモデルがほぼ同じ
ROC曲線が
重なる
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AUCの⽐較
AUCの信頼区間や

AUC間の検定が実施
変数減少法モデルと
すべての候補を含んだモデルは
ほぼ同じなので検定がうまくできない
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練習② ROC解析
以下の2モデルのROC曲線を⽐較し、

AUCの差の検定を実⾏せよ
客室クラスだけを⽤いたモデル

AUC:0.6663
料⾦だけを⽤いたモデル

AUC:0.6746
AUCの差のP値:0.44
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